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［特集］
鹿児島県医療的ケア児等支援
センター

ハードルを越えて
ピースくん & 美涼ちゃん

ありばヒューマンドキュメント
中畑　芳恵さん

バリアフリー最前線
鹿児島空港（ほじょ犬トイレ）

「身体障害者補助犬」への理解を深めましょう。
鹿児島県からのお知らせ 
　・令和 6 年 4 月 1 日から合理的配慮の
　　提供が義務化されます！ 
　・農福連携をご存知ですか？ 
　・アートを通じて色んな人とつながろうありば通心

地域おこし研究員　田中 力×大崎町

表紙 / 大塚　弘也（おおつか　ひろや）さんの作品

　全国障害者技能競技大会（アビリンピック）写真撮影の部で、３年連続
銀賞を受賞した大塚弘也さん（19 歳）。日本代表として今年３月にフランス・
メッスで開催された第 10 回国際アビリンピックに出場しました。本作品
は、大会後に楽しみにしていたセーヌ川ディナークルーズで撮影したもの
です。何かにチャレンジしたいと思っていたとき、通っていた学校でアビ
リンピックを知り、参加を決意したそうです。大塚さんは、「一眼レフカメ
ラは、国際大会に内定してから挑戦しました。大会に出場して『世界は広い』
と感じました。」と話してくれました。普段は、自分の心が動いたときや「あ
の人に見せたい」という気持ちのときに撮影するそうです。今後は、「自動
車運転免許を取得してみたい」と語ってくれました。
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電話 ０９９－８１４－７４１８　FAX ０９９－８１４－７４１９
メールアドレス　kagoshima.ikeaji.sc@bird.ocn.ne.jp
受付時間月〜土・9 時〜 17 時（日祝日、年末年始を除く）
※ 来所しての相談をご希望の場合には、事前にご予約をお願いします。

（ご連絡いただければ日程を調整します。）
※ 相談は無料です。（別途通話料等はかかります。）
住　　所：〒 891-0175　鹿児島市桜ヶ丘６丁目 12（旧県立桜丘養護学校跡地） 
運営団体：鹿児島県看護協会

鹿児島県医療的ケア児等
支援センターとは

令和5年 9月 5日にセンター開所式を行いました

相談窓口

前野かつ子県医療的ケア児等支援センター長へ、
開所の思いをお聞きしました。

　「医療的ケア児及びその家族に対する支援に関する法律」に基づき、専
門のスタッフが、医療的なケアの必要なお子さんとそのご家族、支援関係
者の皆さんからの様々な相談に対応するため，鹿児島県医療的ケア児等支
援センターを令和５年９月５日に開所いたしました。
　当センターは、お子さんが成人した後もご利用いただけます。
　皆様からいただいた相談に、医療・保健・福祉・教育等の関係機関が連
携して、必要な支援が受けられるよう対応していきます。

主な活動
○ 相談対応
・医療的ケア児及びその家族等からの電話、メール、来所等によ
　る相談対応
・地域の医療・保健・福祉・教育などの関係機関等への情報提供
　や連絡調整
・医療的ケア児者・家族会との定期的な意見交換
○ 現場支援
・医療的ケア児の訪問看護へ同行訪問しての支援
・保育園、学校、障害児通所支援事業所等に出向いての研修や支援
○ 人材育成
・訪問看護師のスキルアップ研修や他職種セミナーの開催等
○ 関係機関・団体等との連携・ネットワークの構築
・市町村の自立支援協議会（子ども部会等）への参加
・圏域を統括する医療的ケア児等コーディネーター
　（アドバイザー）や県庁内関係課との意見交換
・医師会、歯科医師会、薬剤師会、栄養士会、
　理学療法士・作業療法士・言語療法士会、
　保育士会、教育関係者等との連携

鹿
児
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県
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ン
タ
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ま
す
～

テープカット

塩田知事の挨拶

鹿児島県看護協会　八田会長挨拶

医療的ケア児者家族会の皆様

　私は、医療的ケア児に関わる中で多くの事を学ばせてもいらいま
した。その中で「私たち人間は、人生の中で人の手を一度も借りず
に生きることはできない。様々な方の手を借りる医療的ケア児の問
題は個人の問題だけではなく、皆の問題だと気づいて欲しい」とご
家族様から伺ったことがあります。センター長として、子ども達か
ら学んだ事を還元しながら、皆様の道標としての役割も担っていき
たいと思っています。
　当センターは、『どんなことでも聞きたい事を聞ける、様々な関係者と情報交換・提供が
出来る場所』にしたいと考えております。医療的ケア児等が地域の一員として、笑顔で暮ら
し、学ぶ事を守り・支えるために、①相談対応　②現場支援　③人材育成　④ネットワーク

の構築の4本柱の役割を発揮できるセンターでありたいです。
　どんな些細なことでも、お話し下さい。どんな支援を望むのか、どんな
思いを持っているのか、不安がらず・諦めず私たちにお伝えください。一
緒に考え、一緒に歩んで行く事が、生きる権利を守り支える事だと思いま
す。微力ではありますが、皆様の支えになれれば幸いです。

前野かつ子センター長
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「まずは、まめしば亭に関わる人たちがハッピーに！そして、
わんちゃんを通して世界中の皆さんにハッピーを届けていきた
いです。」

まめしば亭 / 就労継続支援 B 型事業所 なないろ

［中畑　芳恵］さん
一
人
で
は
難
し
く
て
も
、
み
ん
な

が
い
れ
ば
可
能
性
は
無
限
大

　

伊
佐
市
に
あ
る
豆
柴
犬
専
門
ブ
リ
ー

ダ
ー
『
ま
め
し
ば
亭
』
は
、
就
労
継
続

支
援
Ｂ
型
事
業
所
と
提
携
す
る
日
本
で

唯
一
の
犬
舎
と
し
て
、
平
成
30
年
８
月

に
開
所
し
ま
し
た
。
代
表
の
中
畑
芳
恵

さ
ん
を
中
心
と
し
た
ス
タ
ッ
フ
４
人
と
、

委
託
就
労
を
し
て
い
る
『
就
労
継
続
支

援
Ｂ
型
事
業
所 

な
な
い
ろ
』
の
利
用
者

20
名
で
管
理
・
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　

幼
少
の
頃
か
ら
犬
の
い
る
生
活
が
当

た
り
前
だ
っ
た
中
畑
さ
ん
。「
わ
ん
ち
ゃ

ん
と
一
緒
に
過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
ブ

リ
ー
ダ
ー
は
、
私
に
と
っ
て
理
想
的
な

仕
事
で
す
。」
中
畑
さ
ん
は
以
前
、
福
祉

施
設
で
働
い
て
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
利
用
者
と
施
設
と
の
間
に
隔
た
り

が
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

「
隔
た
り
を
解
消
す
る
施
設
を
作
り
た

い
」
と
考
え
、
ブ
リ
ー
ダ
ー
の
仕
事
を

す
る
Ｂ
型
作
業
所
・
福
祉
施
設
と
し
て

日
本
で
初
め
て
の
試
み
を
し
て
み
よ
う

と
思
い
、『
な
な
い
ろ
』
の
利
用
者
と
一

緒
に
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

前
例
の
な
い
試
み
の
た
め
、
立
ち
上

げ
時
に
は
大
人
数
で
の
作
業
分
担
・
シ

ス
テ
ム
作
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
特
性

の
理
解
な
ど
、
苦
労
し
た
点
も
あ
っ
た

そ
う
で
す
が
、〝
で
き
る
こ
と
・
で
き
な

い
こ
と
〟
１
つ
１
つ
を
話
し
合
い
な
が

ら
ク
リ
ア
し
て
い
き
ま
し
た
。
中
畑
さ

ん
は
、「
手
探
り
で
し
た
が
、
や
め
る
と

い
う
選
択
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

何
か
に
つ
ま
ず
い
た
時
、
話
し
合
い
を

し
な
が
ら
進
め
る
こ
と
は
今
も
昔
も
変

わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

み
ん
な
を
ハ
ッ
ピ
ー
に
！

　

ま
め
し
ば
亭
で
の
お
仕
事
に
は
、
エ

サ
や
り
、
清
掃
な
ど
犬
の
お
世
話
全
般

と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
素
材
の
撮
影
・
編
集
、

ス
タ
ッ
フ
の
給
食
づ
く
り
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
犬
が
苦
手
な
方
に
は
、
エ
サ
づ

く
り
な
ど
の
内
職
作
業
を
し
て
も
ら
い

ま
す
。「
わ
ん
ち
ゃ
ん
が
苦
手
と
い
う
利

用
者
の
中
に
は
、
就
労
を
通
し
て
わ
ん

ち
ゃ
ん
と
の
絆
が
で
き
、
苦
手
意
識
の

壁
を
乗
り
越
え
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。」
と
嬉
し
そ
う
に
お
話
し
く
だ

さ
っ
た
の
は
、
な
な
い
ろ
施
設
長
の
村

田
さ
ん
。
毎
日
お
世
話
を
す
る
中
で
笑

顔
が
増
え
、
他
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
も
向
上
す
る
な
ど
、
利
用

者
に
様
々
な
効
果
や
影
響
を
も
た
ら
し

て
い
ま
す
。
作
業
所
の
雰
囲
気
に
つ
い

て
、
中
畑
さ
ん
も
、「
目
を
合
わ
せ
て
会

話
を
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ
た
利
用
者

が
、
相
手
の
目
を
見
な
が
ら
誰
よ
り
も

大
き
な
声
で
挨
拶
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
ア
ニ
マ
ル
セ
ラ
ピ
ー
効
果

も
あ
り
、
作
業
所
は
い
つ
も
笑
顔
と
笑

い
声
の
絶
え
な
い
場
所
に
な
っ
て
い
ま

す
。」
と
お
教
え
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
に
囲
ま
れ
、
笑

顔
の
中
で
育
つ
ま
め
し
ば
亭
の
犬
は
、

特
別
な
思
い
や
願
い
、
そ
し
て
愛
情
を

た
っ
ぷ
り
注
が
れ
す
く
す
く
と
育
っ
て

い
ま
す
。
中
畑
さ
ん
は
、「
購
入
を
希
望

さ
れ
る
方
も
施
設
の
利
用
を
希
望
さ
れ

る
方
も
ぜ
ひ
一
度
見
学
に
き
て
く
だ
さ

い
。
一
歩
踏
み
出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、

ま
め
し
ば
亭
の
〝
ハ
ッ
ピ
ー
〟
が
伝
わ

る
と
思
い
ま
す
。」
と
、
笑
顔
で
お
話
し

く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま
め
し
ば
亭
の
様

子
は
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
発
信
し
て
い
ま
す
。

まめしば亭
〒 895-2507 鹿児島県伊佐市大口大田 700-1
TEL：0995-22-9755
HP：https://mameshibatei.com/

ありば
ヒュ ーマ ン

ド ュ
キ メ ト

ン

まめしば亭の SNS（YouTube（総再生回数 1800 万回、
チャンネル登録者数 4 万人）、Instagram（フォロワー
数 4.2 万人））もぜひご覧下さい！

中畑さんとなないろ施設長　村田さん中畑さんとなないろ施設長　村田さん
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Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
全
国
屈
指
の
先
進
地
で
あ
る
大
崎
町
で

は
、
令
和
４
年
か
ら
放
置
竹
林
の
資
源
化
モ
デ
ル
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
モ
デ
ル
を
提
案
し
た
の
は
、

大
崎
町
地
域
お
こ
し
研
究
員
の
田
中
力
さ
ん
。
田
中
さ

ん
は
、
広
島
大
学
で
環
境
問
題
を
研
究
し
、
広
島
県
庁

に
入
庁
。
広
島
県
庁
に
在
職
の
ま
ま
、
慶
應
義
塾
大
学

大
学
院
に
入
学
し
、
地
域
お
こ
し
研
究
員
と
し
て
活
動

さ
れ
て
い
ま
す
。
提
案
の
理
由
に
つ
い
て
、「
放
置
竹

林
は
災
害
時
の
通
行
の
妨
げ
や
、
野
生
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
に
繋
が
り
ま
す
。
農
福
連
携
の
力
で
厄
介
者

扱
い
さ
れ
て
い
る
竹
に
価
値
を
見
出
し
た
い
と
思
い
ま

し
た
。」
と
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
放
置
竹
林
に
着
目
し
た
田
中
さ
ん
は
、
先
行
事
例
の

調
査
か
ら
始
め
、『
放
置
竹
林
の
竹
炭
化
』、『
竹
炭
を

土
壌
に
散
布
す
る
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
』、『
干
し
芋
生
産・

販
売
』
と
役
割
を
分
担
し
運
用
す
る
こ
と
を
大
崎
町
の

地
域
住
民
、社
会
福
祉
施
設
や
企
業
へ
提
案
し
ま
し
た
。

　
サ
ツ
マ
イ
モ
栽
培
と
干
し
芋
の
販
売
を
担
当
し
て
い

る
社
会
福
祉
法
人
愛
生
会
の
新
平
副
理
事
長
は
、

「
こ
の
資
源
化
モ
デ
ル
は
大
崎
町

を
と
り
ま
く
地
域
課
題
を
解
決
し
つ
つ
、
ビ
ジ
ネ
ス
と

し
て
成
立
す
る
可
能
性
も
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。」
と

モ
デ
ル
へ
の
参
加
理
由
を
お
教
え
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
実
際
に
、
愛
生
会
で
は
、
通
常
100
円
／
１
kg
で
出
荷

し
て
い
た
サ
ツ
マ
イ
モ
が
、
竹
炭
を
散
布
し
、
干
し
芋

を
作
る
こ
と
で
、
711
円
／
１
kg
ま
で
収
益
性
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
放
置
竹
林
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
土
壌
改
良
だ
け
で

は
な
く
、
竹
林
整
備
・
竹
炭
生
産
を
担
当
し
て
い
る
地

域
の
高
齢
者
や
福
祉
施
設
の
利
用
者
に
や
り
が
い
や
働

く
意
欲
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
田
中
さ
ん
は
聴
覚
障

害
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
々
障
害
者
や
高
齢
者
の
働
く

機
会
の
創
出
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。「『
誰

か
の
た
め
に
役
立
つ
』
と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
障

害
者
や
地
域
の
高
齢
者
が
竹
林
整
備
と
い
う
共
通
の
仕

事
を
す
る
こ
と
で
相
互
理
解
に
つ
な
が
り
、
自
然
と
互

い
が
支
え
あ
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
創
出
さ
れ
ま
し
た
。」

と
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
新
平
副
理
事
長
は
、「
施

設
の
利
用
者
も
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

感
じ
て
お
り
、
一
層
熱
心
に
農
作
業
し
て
い
る
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
干
し
芋
販
売
に
携
わ
る
利
用
者
も
、
一
生

懸
命
で
誇
ら
し
げ
で
す
。」
と
作
業
に
対
す
る
利
用
者

の
姿
勢
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
放
置
竹
林
は
各
地
で
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
田
中

さ
ん
は
今
後
、
竹
の
資
源
化
モ
デ
ル
が
他
地
域
に
も
展

開
さ
れ
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
社
会
参
加
と
生
き
が
い

づ
く
り
の
場
が
増
え
て
い
く
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。

「
健
常
者
と
障
害
者
が
共
通
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と

は
地
域
の
力
を
引
き
出
し
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

創
出
に
つ
な
が
り
ま
す
。
誰
も
が
自
然
と
支

え
合
い
、『
誰
も
が
誰
か
の
た
め
に
、
共
に
生

き
る
』
そ
ん
な
共
生
社
会
を
つ
く
り
た
い
で

す
。」
と
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

課
題
×
地
域
の
ち
か
ら

　
　
　
＝
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
創
出

地域おこし研究員　田中 力×大崎町

竹林整備前 竹林整備後 完成した干し芋「結紡―ゆいつむぎ―」

愛生会　竹炭散布の様子地域おこし研究員委嘱（右：田中力さん）
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ピースくん& 美涼ちゃん
（鶴崎亮さん＆橘薗美涼さん）

（霧島市）
　私たち（ピースくん＆美涼ちゃん）は、パーソナリティの前田美樹さんと３人で、FMきりしまで毎週金
曜11時30分から放送されている『ごきげんだぜ！Radio』に出演しています。ピース「１年半前から始まっ
たこの番組に出演することになったきっかけは、僕たちが利用しているワークショップしんあいの理事長の
紹介でした。この番組が始まる前にも、理事長の紹介でFMあいらやケーブルテレビで番組を持たせてもらっ
ていました。」美涼「最初、理事長から『ラジオに出てみない？』と声をかけられたときは不安でした。元々
話すことが苦手なんです。でも、自分でできることを見つけたいと思って挑戦することにしました。」
　ピース「10年前に失明し、その頃からラジオを聴いています。昔
から話すことが好きで、ラジオを聴くようになり、自分の番組を持つ
ことが夢になりました。言葉って人を元気づける力があると思うんで
す。目が見えなくなったからこそ、会話しながら探って、相手のこと
を “想う ” ラジオ作りをしています。」美涼「心配なこともありました
が、始めてみたら楽しくなって、話したいことも日常の中で探すよう
になりました。アンテナを張り巡らして、興味をもってもらえるよう
な話しを心掛けています。今は “リハビヨリ ”という私のコーナーがあ
るので、ラジオ番組のスポンサーをしていただいている霧島リハウォー
ク絆さんと取り組んでいる洋服の脱ぎ着や料理などリハビリの様子
を、皆さんにお伝えしています。また、障害がある人も色々な場所へ
行けること（ユニバーサルデザイン）をアピールする映像を撮影して、
YouTube で紹介するモデル活動も始めました。」
　ピース「僕は、糖尿病が原因で 28歳のときに失明したので、中途
障害者ならではの苦労がありました。就労継続支援施設というものを
知らなかったんです。失明後、2年ほど引きこもりになっていましたが、
ラジオでしんあいのことを知り、『何かを変えたい！』と思い自分で連
絡しました。」美涼「私は、20歳のときに脳出血で倒れ、弱視と左半身
まひになりました。母の友人の紹介でしんあいのことを知り、今はピー
スくんとにんにくの皮むきをメインで作業しています。」
　ピース「今後の目標ですが、視覚障害者の働き先を作るために、ラ
ジオ局を作りたいという夢があります。目の不自由な方ってお話する
ことが好きなんですよね。だったらそういう場を作れば良いんだ！と
思っています。」美涼「私は、リスナーの皆さんに興味を持ってもらえ
るように、また声をしっかり出すということにも気をつけてラジオを
続けていきたいです。」
　ピース「NGの質問はないので、どんどんメッセージを送って欲しい
ですね。心のやりとりをしていきたい。心のバリアフリーを築いていくことが一番大切です。」美涼「お
昼前の30分間、ぜひぜひ聴いてもらって、たくさんのメッセージお待ちしています！」

『ごきげんだぜ！ Radio』には、台本があ
りません。だからこそ、広がる 3 人の素
のトークが魅力です。

最前列 / 美涼ちゃん
中列左から / ピースくん、美涼ちゃん母、
　　　　　　前田さん
後列 / 武さん（FM きりしま）

出来る事を増やし、自立に向けて頑張っ
ています。また、モデル活動も今後さら
に充実させたいです。（美涼ちゃん）

講演活動にも力を入れていきたいです。白
杖を知らない子どもたちに知るきっかけ
を作りたいですし、障害をお持ちの方と
健康な方の架け橋になれればと思います。

（ピースくん）

ＦＭきりしまが聴ける無料アプリ
「ＦＭプラプラ」のダウンロードはこちらから

FM きりしま 
〒 899-4332 
鹿児島県霧島市国分中央 3-33-34
TEL：0995-73-7070
FAX：0995-73-7071 
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鹿児島空港
（霧島市）

霧島市溝辺町麓 822 番地
ホームページ
https://www.koj-ab.co.jp/ 
国内線ターミナルビル
開・閉館時間　
6：00 ～ 21：40

※閉館時間は飛行機の運航状況により変わ
る場合がございます。

●
鹿
児
島
の
空
の
玄
関
口
、
鹿
児
島
空
港
で

は
、
令
和
５
年
３
月
か
ら
補
助
犬
（
盲
導
犬
・

聴
導
犬
・
介
助
犬
）
を
伴
っ
て
空
港
を
利
用

さ
れ
る
方
々
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、『
ほ

じ
ょ
犬
ト
イ
レ
』
の
運
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

以
前
か
ら
、『
ほ
じ
ょ
犬
ト
イ
レ
』
の
設
置
要

望
が
あ
っ
た
た
め
、
県
内
在
住
の
補
助
犬
ユ
ー

ザ
ー
の
声
を
聞
い
て
設
計
・
設
置
し
た
も
の

で
す
。

　
ト
イ
レ
面
積
は

13.4
平
方
メ
ー
ト
ル
、
手
洗

い
・
水
洗
及
び
ホ
ー
ス
・
流
し
台
・
汚
物
入
れ
・

リ
ー
ド
フ
ッ
ク
な
ど
の
設
備
を
整
え
て
お
り
、

車
椅
子
ユ
ー
ザ
ー
も
使
用
し
や
す
い
引
き
戸

の
出
入
口
と
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
可
能
時

間
は
、
国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
開
館
時
間

と
同
じ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
補
助
犬

専
用
の
ト
イ
レ
な
の
で
、
ペ
ッ
ト
の
利
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

　
今
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
か
ご
し
ま
国
体
・

か
ご
し
ま
大
会
で
、
多
く
の
方
々
が
鹿
児
島

空
港
を
訪
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
県
内
で
初
め

て
本
格
的
な
『
ほ
じ
ょ
犬
ト
イ
レ
』
を
設
置

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
全
て
の
方
々
が

快
適
に
安
心
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
空
港

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

国内線ターミナルビル前面通路１番出入口北側にあります

囲いがある専用区画なので、補助犬も安心でき
る空間

「身体障害者補助犬」への理解を深めましょう。
　補助犬とは、目や耳、手足に障害のある方をサポートする盲
導犬、聴導犬、介助犬のことで、障害のある方が自立と社会参
加をするための大切なパートナーです。
　補助犬は「身体障害者補助犬法」に基づき訓練・認定されて
おり、ユーザーは衛生・行動管理に責任を持っています。
　事業者の方々においては、店舗やホテル等への補助犬の同伴
にご理解をお願いします。
　また、補助犬を同伴している方がお困りのようであれば、お
声がけや筆談などの配慮をお願いします。

案内板は5か国語で表記

　補助犬を伴ってご旅行や空港を
利用される方々が、自由に利用で
きる補助犬専用のトイレです。
　ペットは利用できません。
　トイレの中には、洗面台、排泄
物を処理するためのシャワーと汚
物入れ等が用意されています。

写真提供／鹿児島空港ビルディング株式会社写真提供／鹿児島空港ビルディング株式会社
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鹿児島県からのお知らせ
令和６年４月1日から合理的配慮の提供が義務化されます！

農福連携をご存知ですか？

アートを通じて色んな人とつながろう

［問合せ先］県庁障害福祉課　電話：099-286-2753　FAX：099-286-5558

［問合せ先］一般社団法人かごしま障がい者共同受注センター　電話：099-206-5210　FAX：099-250-9358

［問合せ先］県障害者芸術文化活動支援センター（実施団体：社会福祉法人ゆうかり）
　　　　　  住所：〒 890-0014　鹿児島市草牟田１丁目８－７　電話：080-8379-7852　FAX：099-813-7175
　　　　　  メール：kac ＠ yuukari-s.jp

　令和３年に障害者差別解消法が改正され、事業者による障害のある人への合理的配慮の提供が義務化されました。改正障害
者差別解消法は令和６年４月１日に施行されます。
　障害のある人は、社会の中にあるバリアによって生活しづらい場合があります。
　障害のある人から、社会の中にあるバリアを取り除くために何らかの対応を必要として
いるとの意思が示されたときには、負担が重すぎない範囲で対応することが求められます。
　「合理的配慮の提供」に当たっては、障害のある人と事業者が話し合い、お互いに理解し
合いながら共に対応案を検討することが重要です。
　障害のある人への具体的な配慮について、参考事例を県ホームページに掲載しています。
詳しくは、県ホームページをご覧ください。

　農福連携とは、障害のある人等が農業分野で活躍することを通じ、自信や生きがいを持って社会参画を実現していく取組の
ことです。担い手不足や高齢化が進む農業分野においては、新たな働き手の確保につながる可能性があります。
　県では、農福連携の取組を推進するため、一般社団法人かごしま障がい者共同受注センターに農福連携推進専門員を配置し、
障害者就労施設等と農業者等のマッチング（契約内容の仲介等）や相談対応を行っています。
　農福連携は、農業経営体による障害者の雇用、障害者就労施設による農業参入や作業受託等、様々な形態があ
ります。農福連携について知りたい、または始めたいとお考えの際は、ぜひ農福連携推進専門員に御相談ください。
　また、県内の障害者就労施設等の利用者が心を込めて作った野菜やお菓子などを多数販売する「農福連携マル
シェ」を令和５年10月 11日・12日に鹿児島中央駅ＡＭＵ広場で開催しますので、ぜひお越しください。

　県では、障害者の自立と社会参加を促進するため、芸術文化活動を行う障害者やその家族、福祉施設、支援団体等を支援す
る拠点として、「鹿児島県障害者芸術文化活動支援センター」を設置しています。センターの職員が「絵画や作品
を発表したい」「芸術文化活動のヒントが欲しい」等の相談に応じます。このほか、芸術文化活動を支援する人材
の育成や障害者による芸術文化作品の展覧会開催、県内の芸術文化活動情報の収集・発信等も行っています。
　受付時間は９時から17時（土日祝日、年末年始除く）です。お気軽に御相談ください。
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